
 
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

政
府
及
び
人
事
院
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

人
事
院
に
お
い
て
は
、
俸
給
表
に
定
め
る
給
与
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
百
分
の
五
以

上
増
減
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合
以
外
で
あ
っ
て
も
、
職
員
の
士
気
や
意
欲
の
低
下
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ

う
、
俸
給
表
を
改
定
す
る
こ
と
が
適
当
と
判
断
し
た
と
き
は
、
勧
告
を
怠
ら
ず
、
情
勢
適
応
の
原
則
に
基
づ
く
民
間
準
拠
を
徹

底
す
る
こ
と
。 

 

二 

国
家
公
務
員
制
度
改
革
基
本
法
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
自
律
的
労
使
関
係
制
度
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
本
委
員
会
が
国

家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
付
し
た
平
成
二
十
六
年
四
月
十
日
の
附
帯
決
議
の
趣
旨
に
鑑
み
、
政
府
に
お
い

て
は
、
国
民
の
理
解
を
得
た
上
で
、
職
員
団
体
と
の
合
意
形
成
を
図
り
つ
つ
、
引
き
続
き
検
討
に
努
め
る
こ
と
。 

 

三 

有
為
な
人
材
の
処
遇
改
善
と
昇
任
に
配
慮
す
る
こ
と
。
つ
い
て
は
、
職
員
の
採
用
年
次
や
合
格
し
た
採
用
試
験
の
種
類
に
と

ら
わ
れ
ず
、
能
力
・
実
績
に
基
づ
く
人
事
管
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
能
力
評
価
・
業
績
評
価
の
精
度
を
高
め
る
こ
と
。 

 

四 

職
員
の
健
康
確
保
や
人
材
確
保
の
観
点
等
か
ら
、
国
家
公
務
員
の
長
時
間
労
働
の
是
正
に
向
け
て
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一

日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
人
事
院
規
則
等
の
下
、
そ
の
取
組
を
加
速
し
、
人
事
院
は
必
要
に
応
じ
て
制
度
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
、
各
府
省
を
指
導
す
る
こ
と
。 

 

五 

各
府
省
で
働
く
障
害
を
有
す
る
職
員
が
、
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
十
全
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。
ま
た
、
職
場
生
活
に
満
足
し
、
職
場
に
定
着
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
職
場
環
境
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
を
図
る
こ

と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 

令
和
元
年
十
一
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十
四
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